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技術 E 家庭科における生活者の育成をめざした力リキュうム開発
一衣生活の学習を例にー
学習開発コース (11220907) 粛藤弘子
恒1emain aim of Home Economics education is to have students acquire the basic and 
fundamental knowledge and skils necess町 yfor life.官1elearning process was developed and tested， 
focusing on problem solving through practical reasoning， with the goal of encouraging students句
acquire the abilities necessary for their lives. As a result， students learned加 seethings仕omvanous 
perspectives， compare and consider information gathered， and make appropriate choices.恒l1Smeans 
students thought critically， which is essential to life. 
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及。切究の背景
①家庭分野における問題解決的な学習
平成20年度の学習指導要領改訂により，家膨士
野の家庭生活，食生活，衣・住生活などの各内容に
「生活の熟題と実践J2: v ¥う項目が加わった。こ
れまでも家庭科は，よりよい生活を営む能力や実
践的な態度を育成することをねらっていたが，一
層将来にわたって自立した生活を営むために見通
しをもち，身近な生活の一課題を主体的にとらえる
ことが大切となった。そのためには，具体的な実
践の中で生活者としての自覚をもたせ， 日常生活
の中から誌琶を見いだし，解決を目指す活動によ
って学習を深めていくことが大切となる。
②家庭科を学ぶ意義と問題解決的な学習の重要な
視点
家庭科という教科について鶴田(2004)は， I料
理・裁縫という技能的なことも含むが，食糧，住
宅，環境，家族と法律，家庭経済，消費者，ジェ
ンダー，労働問題など，生活にかかわる様々な社
会科学・自然科学に関連する執習を含み，生活を
どのようにしていったらよいかという視点で学ぶ
総合的な学習をする教科である」という。さらに，
I W生活者』として，生活文化・諸環境のあり方
を批判的に捉えることが大切である。地球上の全
ての人々が，安全で健康的な生活を送ることを求
めており，その生活は自然と共生するもので、なけ
ればならない。生きていく・生活するうえでの様々
な問題に他人と共同して取り組むことが必要とさ
れている。そのための知識や能力を身につけるこ
とが家庭科の学ぶ意義Jと述べている。
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山田(2004)は， I最初に知識や技能を習得して
から問題解決的な学習を行うと，あらかじめ問題
と解決の方向を制限することに陥りやすく，現代
の誌琶を子どもとともに多面的に検討することに
なりにくいと考えられる。同時に，生活現実を根
本的に聞い，自分の生活とそれを支える社会シス
テムを新たに創造・表現・発信していく力とはなり
得ず，現実への適応，一定の家族像への同化を招
いてしまうのではなしゅリと懸念しており，問題
解決的な学習の方法に重要な視点を与えている。
③PISA調査の「眼前軟」と家厨牝のカミかわり
PISA調査(2003)は，問題解決能力について， I現
実の領域横断的な現状に直面した場合に，認知プ
ロセスを用いて，問題に対処し，解決することが
できる能力」と定義している。 PISA調査と家庭科・
との関わりについて，荒井(2009)は，その定義の
中の「領域横断型」と「問題解決のプロセスを大
事lこするJの特性は，生活の問題に目を向け，改
善や解決方法を考え，よりよい暮らしを実践する
という家庭科の目標と基本的に重なっていると述
べている。それは，家庭科が対象とする生活その
ものが，総合的で領域横断型だからである。さら
にPISA調査の出題を見ると， I問題解決」の問題
の種類や文脈， I問題解決」のプロセスは，家庭
科の学習方法としても身近なものであることか
ら，家庭科が担おうとする問題解決能力は， PISA 
調査の「問題解決」が目指す学力と重なっている
部分がかなりあると言える。
④これまでの実践授業から見えてきた現官
『家庭科研究』の過去 10年の実践1)を見たと
ころ，食生活に関する実践が約5割，住生活が3
害IJ，消費生活と環境が約1割，家庭生活が1割程
度であり，衣生活の実践はわずか数例で、あった。
また，東北地区中学校技術・家庭科教育研究大会や
山形県中学校技術・家庭科教育研究大会における
過去5年間の資料を見ると，衣生活の研究授業や
実践報告は皆無である。このことから，衣生活の
内容では，授業研究があまりなされていないこと
が浮かび上がる。
(2)研究の目的
これまで授業研究が不十分で、あった衣生活の内
容を対象に，家庭科教育の本質ともいえる「生活
者」 の育成を目ざし，かっ，学習指導要領の目標
である「評題をもって生活をよりよくしようとす
る能力と態度を育てるJに焦点をおいたカリキュ
ラム開発を検言すする。
(3)研究の方法
①山形県村山地区の中学校 14校の家庭科教員か
らの聞き取り調査と，各学校の衣生活におけるカ
リキュラムの実態を年間指導計画資料から分析
する。
②山形市内の中学校2校の生徒を対象にアンケ
ート調査を実施し，衣生活に対する意識と実態を
把握する。
③文献により， ["生活者」の捉え方や家庭科に求
められている問題解決能力や批判的リテラシー
の概念を明確にする。
④衣生活の内容において，問題解決的な学習や批
判的リテラシーを取り入れたカリキュラム作成
を行う。
⑤授業を実践し，その考察及び成果と検討を行う。
2 先行研究の検討
(1)家庭科に関わる重要な視点
鶴田(2004)は， ["生活者j とは家庭生活の営み
に価値をおき，それに関わる者としている。ここ
でいう 「生活」とは，衣食住の営みによって新た
な生活エネルギーを作り出すことができ，生命を
生み育て，死を看取るといった機能を担う，私的
な生活と捉えている。このような私的な生活は，
人間にとって重要で、あり，大切にする立場に立つ
人のことをそう呼ぶ。 ["生活者」は，家庭生活に
価値を置いているからこそ，それが危うくなった
り，あるいは保証されなかったりすることがらに
対しては，異議を唱えるべき存在である。つまり，
「生活者」から社会に対して，発言するという権
利を行使する主権者である。さらに， ["生活者J
83 
は，他人と共同して生活課題の解決に取り組む人
とも捉えている。
天野(1996)は， ["生活者」とは，生活の全体性
を把握する主体であり， 静的な形態ではなく「生
活者Jへと生き方を変えていく 1つのタゃイナミッ
クな日常的実践と定義している。また，天野はそ
れまで 「あたりまえ」と思っていた生き方の「あ
たりまえ」に疑いを抱き， 新しい「もう一つ」の
生き方を模索しはじめ， 生き方をかえてして過程
を 「生活者になっていく」と表現した。
(2)問題解決的な学習
荒井(2009)は，問題解決的な学習のプロセスを，
Janet， F.Laster(1995)の実践的推論フ。ロセスを
参考にして，以下のように図式化した。大きな特
徴としては， ["行為に至るプロセス」を重視してい
るところである。
問題へ1J問題の11解決の11決 定 と1.1掛町 |l → l勺主主JI →1選択肢 l → I "'"?~~I →1 省察 lの着目 I~I 特定 1 '1'言討ー 1 '1行動 1' -固有て |
「問題への着目」とは，問題に気づくことであ
り，現状を把握し， 情報を収集すること。「問題
の特定」とは，状況を分析し，問題を明確にする
こと。「解決の選択肢検討Jは，問題を解決する
ためにいくつかの選択肢を検討すること。「決定
と行動Jとは，最善と恩われることを選択し行動
に移すこと。「省察」とは，結果を吟味し，問題
点を明らかにして次の実践に活かせるようにす
ること。さらに， ["問題への着目J["問題の特定」
「解決の選択肢検討」の場面では， ["なぜそうす
るのか」を多角的に検討する，批判的リテラシ}
を鍛える活動が重視されている。批判的リテラシ
ーについては，問題を様々な角度からみたり，情
報を相対化したり，解決策の中からベス トな案を
見つけ出したりする，粘り強い思考力と提唱して
し1る。
さらにLasterは，批判的リテラシーを「批判
的・創造的 ・倫理的な考え」と捉え，その育成に
向けて，教師は徹底的に追究させるための発問の
工夫ヒ 他者との意見交換の場面や，クラス全体
で共有する場面など，協同的な学びの場面設定が
必要不可欠だと述べており，他者と一緒に考える
こと を実践的な推論と称している。また，
Eugene，B. ZechmeIster(1992) ， James，E. Johnson 
(1922)は，社七判的な思考力は，効率的なコツと訓
練によってある程度伸ばすことが可能であり，そ
の有効な手段は思考の原則を提示することであ
るとも述べている。
(3) これまでの実践の鞘敷
①『家庭科研究』過去10年の実践
前述した『家庭科研究』に掲載された過去 10
年の実践を調べると，実践的推論プロセスを用い
た実践は皆無である。また，実践的推論フ。ロセス
を一部活用していたり，問題解決的な学習を取り
入れたりしている実践は数例あるものの，食生活
や住生活の内容が主であり，衣生活の内容に関す
る実践は1つもない。
さらに，問題解決的な学習の実践を取り上げ，
その学習過程に注目すると，全ての実践において
最初に基礎的・基本的な知識や技能を習得させて
から，その後，問題解決的な学習を取り入れてい
る。その中には，教師が提示した課題を生徒が追
究するという実践が約2酎，問題解決的な学習を
しながらも最後の授業で教師がまとめを行い，方
向づけする実践が約1割程度見られる。問題解決
的な学習を単元の柱に置き，それを支える基礎
的・基本的な知識や技能などを学習するカリキュ
ラムを取り入れている実践は皆無である。
②村山地区中学校の技術・家庭科の実践
山形県村山地区中学校のうち， 14校で衣生活の
学習カリキュラムを調査したところ，全ての中学
校において，基礎的・基本的な知識や技能を習得
する学習からスタートしている。また，カリキュ
ラム構成も学習指導要領に示された学習内容の順
番に沿って作成されている。さらに，そのカリキ
ュラムの中に，製作時間も設けられており，その
時間は衣生活の学習の約2/3を占めている。授業
時数が少ない中で定められた学習内容を入れよう
とすると，基礎的・基本的な知識の習得と製作実
習のみにならざるを得ないと推測される。
3 授業の提案と実践
平成 20年度改訂の学習指導要領技術・家庭科
編家庭分野 IC衣生活・住生活と自立j の 1(1)
衣生活の選択と手入れJ1(3)布を用いた物の製作J，
ID身近な消費生活と環境Jの 1(1)家庭生活と消
費J1(2)家庭生活と環境」について，横断的，か
っ総合的なカリキュラムを作成した。
(1)題材の目標
①衣服のはたらき，衣生活の歴史や文化，社会や
環境との関わりに関心を持ち，意欲的に学習に取
り組むとともに，主体的に衣生活を営もうとする
ことができる。(生活や技術への関心・意欲・態度)
②衣服のおしゃれを多角的にとらえ，場面に応じ
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た選択や，自分の判断基準を持つことができる。
(生活を工夫し，創造する能力)
③自分にとって本当のおしゃれを取り入れたTシ
ャツを製作することができる。(生活の技能)
④衣服のはたらき，衣生活の歴史や文化，社会や
環境との関わり，衣服の手入れについて，理解す
ることができる。(生活や技術についての知識・理解)
表1，題材「自分らしく着る」学習計画
宇部品(剛 t目指す生臨時 0教闘の手t:
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枇いイH!学~11)ン H:記入して 射Do
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ていDo
3，衣服t人目心理1:簡目ま目的li金生活上自l~t:Gきや?聞に-矧のlit:G制的I:W:舗の仕方t具体的
H自由t行う。(2) 自U:着目的frM学習プリント1:記入し I:~~{J~Wで~Ðょう 1:公開。心理実験的制
れも。 !~示し削1 古うーコ-fィネー卜時輔自棺|↑
tりすも
4，在日開行i:~~， *~行のE帥~I~について調べ1R行 姉崎I~由理自t 怖がもt:Gt鵠1:つ何者
~I~I:叫\t考H。 I:IW釧JI~的t悶があÐ~i:I: ~Ðこtがでおよ?I:，自時代のま自の写真や衣服
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的。(1) i: b\で~Ðo
6，相のおしゃれ;つ ，*目的流行b¥t:Gt影響t多角的t，~偽有~I:触れ1 鮪防視点で考H~ i:b\でt
いて考mi:悦。(1)自白で杭意見掛べてい{Jo 6よ?I:，り四ルド'iJ7I~話し自い静mいÐo
-自分I:i:つての本当の“おしゃれ"由自 -多角的な視点t悦!自分自考~W悦~i:b\で
言i:t町E自1 棚田~~方や着こなし1:部品1:，ギャう1)-，トー州場面撤ItDo
ついての考H学習7リント1:記入してい
)，自分時~t:本自由 -自分的考H本自由おしゃれを取り入れ 0親方法t具体的に考~ðせM:め1:，Tシャツ目
おしゃれt取り入れt:Tt:TシャツのT~イン続dザイン自 素材や~，~~，蹴fJ/!~相続与~Ðo
シャツt製作すDo(7) 掛(こtができDo 0材料や眼目白同I~，最初即時間1:棚向。
目材料州能性b¥つ醐1:使用し計 0毎時間自国自力イ1:記入ðttKi:で~~!
醐:製作Hこi:b\で~Ðo a!lim。
0小1JHt製~ðtt，似合いt肘。*t:，~間
指導抑¥時1:応じて個別1:指導向。
8， Tシャ刈手入札t行Mシャツの汚れ閥ベ，そのi~nl:過し 0日常生活で起こM札紛糾u宮崎$硝
う。(2) 団法で?汚れ掛けこtができDo 榊実験樋して調べさせDo
Oi~れを賊閥乱怖i:i~nt:自白川町汚n
落ちt実験し比較dtD。
9， 77'ï~3ンシ3-!行t製作し日シャツ措目して1自分崎 OT~tツ1:前下被考~ðtt，輔自ttÐo
?o (2) Hおし付lについて説明すιw時 0自分自製作~t:Tシャツ侍こfJ~il ， 札ゃれにつ
いてのれ批比較しながh腕時軒目(ょう1:
官これまでのま生活由学習tふり~t)， 今肘。
住のま生活1:')1\ての考~W~Ðこt 0学習プリントI:U~{Jよ ?I:ji示Ho
ができDo
(2)学習計画
問題解決的な学習を取り入れた衣生活の学習計
画をたてた。(表1) 
(3)カリキュラムの特徴
①問題解決的な学習を柱においた学習を展開し，
基礎的・基本的な知識や技能の定着を図る。
②実践的推論プロセスを取り入れ，批判的リテラ
シーを育成するため， r問題発見Jr情報収集・検
証・比較検討Jr選択肢の判断」の場面では， rな
ぜそうするのかJrそうすることによってどうなる
のかJを多角的に考えたり，検証したりする場面
を設ける。(図 1) 
(4)授業の実施
山形市内A中学校第1学年 (男子 19名， 女子
21名 計 40名)において， r~ 自分らしく着る』
~本当の“おしゃれ"を見つけよう'"-'Jという題
材で、授業実践を行った。その中から特に「生活者
の視点Jr多角的な視点jにおける取り組みを以下
に記載する。
①生活者の育成に向けたガイダンスの設定
入学当初に3年間の学習に見通しを持たせるた
めのガイダンスを実施した。その中で「生活者の
育成」を目指すための視点を提示した。
「生活者とは，安全で健康な生活を求め，行動す
る人Jであり，そのために知識・技能を習得した
り，生活の実態を把握したり，問題点を見つけ解
決したりすることが必要不可欠であること，さら
に「当たり前と思っていたことに疑問を持つことJ
「物事を多角的な視点で考えることJなど， 考え
る視点を具体的に示した。
くプロセス> <学習活動>
??
?
? ? ??
??
? ? ?? ??
??
?
? ?
?
??
?
?
?
?
?
? ?
a)批判的リテラシー育成のための「考える視
点jの提示
・空間軸(個人→家族→地域社会→国→世界)
・時間軸(過去→現在→未来)
・収集した情報の信襲性
・道徳的な視点
b)生徒の感想
-家庭科の授業は，ただ料理や裁縫ができるよ
うになるだけではないことがわかった。生活
者としてよりよい生活ができるように常に
疑問を持って解決していきたい。
-初めて生活者という言葉を聞いた。生活して
いる人の事ではなく，家庭生活を一番大事に
している人のことを言うことがわかった。
・たく さんの課題をみんなで:解決していくとい
う話が印象に残った。疑問を持つことは難し
いと思っていたけれど， 当たり前のことに疑
問を持つことは自分でもできそうだと思っ
T亡。
②新たな問題に気づかせるためのふり返りカード
生徒が自ら問題を発見し，主体的に解決するこ
とができるように，ふり返リカードの記入項目を
「学習内容Jr印象に残ったこと」の他に「さらに
疑問に思ったことJと設定した。毎時間，授業の
最後にふり返りの場面を設けカードに記入させた。
a)生徒の姿から
・生徒は常に「次の疑問Jを意識して授業に臨
んでおり，授業の中で、疑問をつぶやく生徒も
見られた。また，思いついた疑問をすぐにカ
ードに書きとめる生徒の姿も見られた。
<主な発問>
・おしゃれとはなんだろう
-なぜ，おしゃれは人によって違うのだろう
-自分にとって本当の “おしゃれ"とは何だろう
3 衣服のJ心理実験 -なぜ，人はおしゃれをするのだろう
4 衣服の歴史や文化 -なぜ，人は服を着るのだろう
5 衣服の製造過程と流通 -なぜ，服には様々な素材やデザインがあるのだろう
-なぜ，服の値段がそれぞれ異なるのだろう
-なぜ， 着られなくなった服を捨てるのだ、ろう
6 衣服の手川も . ~~には，どんな汚れがつく のだろう
-なぜ， 洗剤は衣服の矧もを落とすことができるのだろう
7 I本当の “おしゃれ"とは -人々が流行を追うとどうなるだろう
-自分にとって本当の “おしゃ~1)'は何だろう
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-他の生徒が書いた疑問に興味を持っていたo
-生徒の疑問が広範囲に渡り，授業の中では解
決できないものもあったO
b)生徒の問題発見を促す手だて
-生徒に多角的な視点を持たせるために毎時
間授業の最初に前時の振り返りで書いた生
徒の疑問をいくつか紹介した。
・生徒の疑問を精選させるために，常に「本当
のおしゃれj をキーワードとして投げかけ，
生徒一人一人がそれを見つけるための情報
収集をしていることを確認する場面を設け
た。
・生徒が主体的に取り組むことができるように，
授業中に提示する課題は，常に生徒の疑問を
用いた。
③話し合い活動の設定
学習活動6の場面では， I人々が流行を追うと
どうなるだろうj とし寸課題について話し合いを
行った。生徒一人一人に，自分にとっての本当の
“おしゃれ"の定義とその理由，衣服の選び方や
着こなしについて，自分なりの考えをもたせるた
めに，情報収集の場面として設けたものである。
話し合いの手法としては「ワールド・カフェJIギ
ャラリー・トーク」を一部アレンジして活用した。
授業の流れは以下の通りである。(表2，3) 
表2. 学習活動6(後半)の流れ
学習活動 目指す生徒の姿
1本当の“おしゃれ"f;::01;¥て自分の考えをまとめよう
1 
1.流行について多角的な -人々 が衣服の流行を追う
視点から考える。 と，どんなことが起こるか
(クツレーブ7 を，様々 な視点で考えたこ
<考える視点> とを伝えながら，模造紙に
追人・社会・経済・環境・未来 書くことができる。
2.情報収集を行う。 -模造紙に書かれているこ
(フリー 交流) とを確認しながら，周囲の
人と話し合い，情報収集を
行っている。
3.本当の“おしゃれ"につ -自分にとっての本当の“お
いて，自分の考えを記入す しゃれ"の定義とその理由，
る。 (個) 衣服の選び方や着こなしに
ついての考えを学習プリン
トに記入している。
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表3.話し合いの方法
<ワーノレド・カフェ>
Oテーブルごとに話し合いのテーマを設置
・追い人:流行を追う人の心理聞や行動
-社会面:社会や地域の様子，追い人を鶴見視
・経済面:企業や国，世界の様子
・環境:環境に及ぼす影響，資源について
・未来:5~10 年後， 50~60 年後の様子
O流れ
①4人のグループをつくり， 8分間，テーマに沿っ
て話し合う。考えを模逸祇に文字や絵で書きとめ
る。
②話し合いが終わったらグルー プ。の内， 1人だけを
残し，他のテー ブノレに移動する。
③次の話し合いでは，残った1人が新しいメンバー
に，これまで話し合ったことを説明し，同じテ}
マで話し合う。必要に応じて模湖町こつけ足しを
させる。
*全員が全てのテー マで話し合うまで繰り返す。
<ギャラリー・トーク>
0ワールド・カフェで、用いた模造紙を壁に貼る。
O流れ
①各自，自由に回り，模造紙に書かれである内容
を見る。
②同じ模造紙を見ている人と，書いてある内容に
ついて意見交換をする。
a)生徒の感想
-話をしながら模造紙に書きこんでいくのが楽
しかった0
・話題がなくなっても模造紙に書かれである内
容について話し合えたので、よかったO
-いつもと違うメンバーと話し合うことができ
たため，新しい考えを持つことができた。
b)参観者の感想
・ずっと人の目を見て話をすると緊張するが，
目線を模造紙に落として話をすると，問がで
きて話しやすいことがわかった。
・話し合った内容を可視化で、きるため，同じ話
しにならず，話し合いもスムーズ、だ、ったO
4 結果と考察
(1)ふり返りカードの効果
カードの中の「さらに疑問に思ったこと」の記
入内容に着目し，生徒全員の学習活動 1~6 の記
入内容を集計し，分析する。(表4)
表4の結果から，生徒が記述した疑問は多岐に
渡っているが，どれも学習内容に関連するもので
あることがわかる。また衣服の歴史 ・未来が上位
にあがっており，特に衣服の歴史については 「西
洋の貴族以外の服装は?J I子供服の歴史?Jなど，
授業で取り上げた内容をさらに広げた疑問が多く
見られた。また，自分自身に関する疑問も多く，
f自分はどんな服 ・色が似合うのか?Jなど，学
習したことを自分に照らし合わせ， さらに自分に
問うような記述もみられた。さらに生徒が記述し
た疑問の数(学習活動1'"-'6)をそれぞれ集計し
たところ，約8割の生徒がほぼ毎時間記入してい
た。このことからも，学習を通して新たな疑問を
見つけようとしている生徒が多いことがわかる。
授業者は， 生徒から出た疑問を毎時間， 授業の
課題として取り上げた。その項目数は 19項目中
1項目。 限られた授業時数の中では全ての疑問を
解決できなかったため，個人で追求する場面を 1
時間追加した。男子の9割は衣服の歴史，女子の
9割は色について調べていた。生徒の感想には「ず
っと気になっていたこ とが分かつてよかった。」
「疑問を調べたら，さらに新たな疑問を発見し
た。」などの記述が多く見られた。
以上のことから，毎時間，生徒に疑問を持たせ
る場面設定は，生徒にさらに学ぶ意欲を喚起させ
るもので、あり，生徒が主体的に学ぼうとする意欲
を育むものであるといえる。
(2)話し合いの効果
学習活動6の終了後，話し合いの活動に関する
アンケートを実施した。その結果は以下の通りで
ある。(表5)
表5の結果から，話し合い活動によって，全員
の生徒が自分の考えが広がったことがわかり，話
し合いの効果が明らかとなった。その理由として
は，模造紙に記入することによって話し合いが可
視化できたことが考えられる。「今，何の話し合い
をしているのかが明確であることJI自分たち以外
の話し合いの内容を見ることができたことjが，
生徒一人一人の考えを広げる 1つの要因になった
のではないだろうか。また，自分の考えがまとま
らなかった生徒が2害時盟主みられたが，話し合っ
たことで、考えが思った以上に広がり，収集した情
報を取捨選択することが難しくなったためだと考
える。 しかし，それ自体が生徒にとって大きな学
びであると考える。
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表4.毎時間生徒から出された疑問と個人追及
のテーマ (40人中)
生徒の疑問
記入
個人追求
数
衣服の歴史・未来 45 19 
2 自分自身について 42 2 
3 流行 39 15 
4 色(働き，似合う色) 37 23 
5 企業(幸信志・衣服の値段) 23 2 
6 衣服の好み・価値観 22 
7 環境・資源 16 5 
8 服の選び方・組み合わせ方 15 4 
9 人の意見 13 。
10 服のイメー ジ 11 1 
11 おしゃれ 10 
12 世界の服 10 1 
13 服の素材 10 6 
14 デザイナー ・モデノレ 9 2 
15 服の種類 7 。
16 衣服の役割 6 。
17 ファション用語 5 3 
18 服を着る・こだわる理由 3 。
19 装飾品との関係 3 1 
表6.話し合い活動に関するアンケート結果
1.積極的に話し合いに参加することができた。92%
2.話し合ったことで自分の考えが広がった。 100%
3.話し合ったことで自分の考えがまとまった。 82%
次に，学習活動6の場面で生徒が書いた模i鍬
の記述内容を分類し， 分析する。(表6)生徒の記
述内容を 13のカテゴリーに分類した。これを見る
と流行を追うことに対するデメリットが最も多く
記述されてあり，単に流行を追うことの良さだけ
でなく， その状況を理解し，自分の身に置き換え
て考えていることがわかる。環境については「環
境の悪化JI環境を守る方法JI未来への期待JI未
来への不安」の4つのカテゴ、リーで記述されてお
り，衣服の製造 ・廃棄と環境をつなげて考えてい
た。人間が作り出した流行の短所を解決するため
に自然と共生していく方法を見つけ出したことが
考えられる。また，カテゴリーを流行の長所，短
所に分けると長所はカテゴリー5項目 ・記入数
107個，短所は5項目・106個とほぼ同数の考えが
出さjもている。
表6.生徒の記述内容の分類と記入数 (40人中)
カテゴリー 記入数 主な記述内容
1 流行を追う不安 42 -自分らしさを表現できない・お金がかかる・自分の似合う服がわからなくなる・常に流行を考える
2 未来への期待 37 -新たな流行出現・服の機能性や素材が進化・機械のような服・環境を考えた新たな衣服の素材
3 環境の惑化 28 -資源が減る・服を捨てると環境問題・環境汚染で食物が育たない・地球温媛化が進む・公害問題
4 社会・企業の短所 25 -同じRを着る人が増える・第コ者は気分が悪い・流行に乗り遅れる企業・違う服だとけんかになる
5 経済面の長所 25 -衣服の企業がもうかる・経済発展にもつながる・服がたくさん売れる・服で貿易が感んになる
6 環境を守る方法 20 -環境を良くしようとする動き・古着屋が増える・フリー マ}ケット・リユー ス・リサイクル
7 流行に夢中 20 -常に新しし明日が欲しい・好きな流行を発見できる・他人の服が欲しくなる・他の人と同じ服装で安心
8 流行の広がり 15 -雑誌の真似・有名人と同じ服・流行は東京から・TVからフアツ、ンョンが広がる・会社でも流行を追う
9 流行の繰り返し 14 -昔の流行が戻ってくる・レトロファッションの流行・江戸時代の節約ファッション・女子のスカー ト丈が長くなる
10 経済不安 9 -流行のもの以外は売れない・一部の企業が独占状態になる・経済が不安定になる・j百によって差が出る
1 社会・企業の長所 6 -みんなで服を共有できる・服のことで気が合う・会社の制服がいいと人気が出る・流行で街が明るくなる
12 文化の発展 5 -民族衣装になって国が発展・外国との交流が深まる・他国の文化が勝り合う・日本の文化が薄れる
13 未来への不安 3 -貧富の差が激しくなる・環境悪化・資源、を求めて戦争が起こるかもしれない
さらに5つのテーマを提示したが，与えたテー
マの枠を超えた内容の記述もあることから，生徒
は流行について，多角的な視点で考えを出すこと
ができたと考える。また，生徒にとって自分の本
当の“おしゃれ"を考えるために，様々な角度か
らみたり，相対化したり，最良な案を見つけ出す
ことが可能な情報であることがわかる。
(3)生徒の考えの変容
学習活動に入る前と，学習活動6の後に同じア
ンケートを実施し，その変容を分析する。(表7，
8， 9) 
表7については，衣服の流行の良いところと問
題点を生徒に考えられるだけ挙げさせ，生徒の考
えをカテゴリーごとに分類した。全体的に学習後
の記入数が増加したことがわかる。カテゴリーに
着目すると，学習前は分からないと回答する生徒
がいたり，流行を追う立場に身を置いて考えたり
する生徒が多くいたが，学習後はわからないと回
答する生徒は一人もいない。また，社会面や経済
面，環境など他の視点から回答する生徒が増えた。
さらに，表8については，学習前後の記入項目数
を調査したところ，複数回答している生徒が学習
前は4名であったが，学習後は32名と増加してい
ることから，多くの生徒が多角的な視点をもつこ
とができたと考える。表9については，この学習
活動の大きな課題である「自分にとって本当の“お
しゃれ"とは」についての回答結果である。学習
前は「自分の好きな服，似合う服Jと回答した生
徒は多いものの， I色や服の組み合わせjとし、った，
自分を着飾ることへの視点が多く見られた。しか
し学習後， I自分の好きな服・似合う服JI環境
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を考えた服JI場に応じた服」という回答が多く，
さらに， 75%の生徒が複数の視点から課題を解決
していたことがわかった。
以上のことから，個人の視点だけでなく，周囲
を見据えた熟題解決は，社昨リ的リテラシーの育成
に有効と考えられる。
表7.衣服の流行の良いところ・問題点の変容
O流行の良いところの記入数(複数回答) (40人中)
カテゴリー 学習前 学習後
流行を追う楽しさ 18 38 
社会が活性化 10 13 
経済が活性化 6 23 
新たな流行が出現 4 5 
わからない 7 。
0流行の問題点の記入数(複数回答) (40人中)
カテゴリー 学習前 学習後
流行を追う大変さ 26 54 
社会が皆同じ 10 4 
環境が悪化 3 19 
経済が不安定 2 6 
流行の欠点
わからない 4 。
表8.記入項目数の変化 (40人中)
記入 良いところ 問題，長
項目数 学習前 寸件A三A刃自司ノ1友i 学習前 学習後 | 
4 。 。 2 
3 1 9 2 8 
2 3 18 2 22 
1 29 12 32 8 。 7 。 4 。
表9. “おしゃれ"に対する考えの変容
カテゴリー (生徒の考え)
自分の好きな服・似合う服
環境を考えた服
気候に合わせた服
周囲の目・場に応じた服
生活者の考え持つこと
未来を考えた服
流行のn~， ブランドの服
着やすし、服
，じのおしゃれ
作り手への感謝
自分でアレンジした版
色'ß~'の組み合わせが上手
わからない
5 到達点と課題
(1)到達度
(40人中)
学習前 学習後
19 35 
2 22 
3 3 
8 10 。 2 。 2 
6 2 。 1 。 l 。 1 
2 。
10 。
4 。
本研究では，次の3点が明らかになった。
1つ目は，衣生活の内容での問題解決的な学習
を取り入れたカリキュラム作成と実践が有効であ
ったことである。生徒は常に課題を意識し，その
課題を解決するために必要な基礎 ・基本の習得が
可能となったO さらに，興味関心が高まり，必要
感を持って取り組ませることができた。
2つ目は，ガイダンスにおいて，学習活動の目
標を「生活者j として捉えさせたことが，その後
の学習効果を高めることに有効で、あった。これは，
問題を解決する上で当たり前のことに疑問を持つ
ことや様々な視点をもつこと，仲間と協力して取
り組むことにつながった。
3つ目は，批判的リテラシーの育成を目指した
活動が有効で、あったことである。問題解決の過程
の中に疑問をもたせたり，多角的な視点で考えさ
せたり，情報を相対化させたり，取捨選択させる
場面を設けたことによって， 生徒の望ましい変容
が見られた。
(2)課題
生徒が生活者になるまでには多くの生活経験が
必要であることや，生活者になるためのプロセス
がもっと必要であり， 1生活者」が育成されたか否
かを検証することは中学生段階では困難であるこ
とがわかった。しかし，中学生でも生活者の視点
で、考えたり，行動したりすることは可能であるた
め，学習過程の要所要所に問題解決的な学習や批
判的リテラシーの育成を倣且んだ学習を入れ，評
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価項目を明確にすることでやがて生活者育成につ
ながっていくことが示唆された。 今後一層，生活
者の育成につながる問題解決的な学習及。守Jt判的
リテラシー育成をねらったカリキュラム開発と，
この主旨に基づいた各題材の目標の明確化及び評
価項目を検討していく必要がある。
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